
①

LIBERAL & DEMOCRATIC

発 行 所
自由民主党本部
郵便番号100-8910

東京都千代田区永田町1-11-23
電話 東京 03（3581）6211（代表）
振替口座 東京00180-1-19518
〈毎週火曜日発行〉

稚内市版 〈号外〉平成23年8月2日（火曜日）発行

TEL（0162）24－4351・FAX（0162）24－0779
連合後援会長 中田信也

事務所吉田正人

吉田正人吉田正人さん

http://www.yoshida-masato.com/

お気軽に

お立ち寄
り

下さい。

い
た
え
応
に
い
思
い
熱
の
ま
さ
皆

　

は
で
票
投
無、
は
で
挙
選
方
地
一
統
の
月
四

と
こ
る
飾
を
選
当
の
目
期
三、
が
た
し
ま
り
あ

向
日
に
陰
ら
か
ろ
ご
日
も
れ
こ。
た
し
ま
き
で
が

。
す
ま
げ
上
し
申
謝
感
は
ず
ま
と
と
こ
の

　

に
長
員
委
営
運
会
議
会
議
道、
度
の
こ、
て
さ

任
常、
は
会
員
委
営
運
会
議。
た
し
ま
し
任
就

各、
て
い
つ
に
ど
な
営
運
の
議
会
本
や
会
員
委

要
重
る
す
定
決、
い
行
を
議
協
が
員
議
の
派
会

。
す
で
役
め
と
ま
の
そ
は
長
員
委、
で
会
員
委
な

す
服
克
を
題
課
な
ま
ざ
ま
さ
く
巻
り
取
を
政
道

発
活
の
で
会
議
に
上
以
で
ま
れ
こ、
は
に
め
た
る

点
視
い
し
新、
り
な
に
要
必
が
言
提
や
論
議
な

い
し
難。
ん
せ
ま
せ
か
欠
も
み
組
り
取
の
ら
か

滑
円
つ
か
正
公、
が
す
ま
れ
ら
め
求
が
り
取
舵

道
を
声
の
民
道
い
広
幅、
い
行
を
営
運
会
議
な

意
決
す
く
尽
を
力
全
に
め
た
る
せ
さ
映
反
に
政

。
す
で

　

し
脱
を
域
の
迷
低
て
し
と
然
依
は
済
経
道
本

厳
で
響
影
の
災
震
大
本
日
東
て
え
加、
ず
れ
き

内
稚
い
し
ま
く
た。
す
ま
い
て
い
続
が
面
局
い
し

い
な
ら
な
ば
ね
ま
挑
が
私、
に
め
た
る
く
つ
を
市

出
を
恵
知
に
的
力
精、
り
お
て
し
積
山
は
と
こ

。
す
で
悟
覚
る
す
動
行
て
し
流
を
汗、
し

　

支
ご
い
か
温
ぬ
ら
わ
変
の
ま
さ
皆
も
と
後
今

。
す
ま
し
致
い
願
お
を
援

員
議
会
議
道
海
北

長
員
委
営
運
会
議
会
議
道
海
北

員
委
任
常
務
林
産
水
会
議
道

事
理
会
員
委
別
特
権
分
方
地
制
州
道
会
議
道

             

吉  

　田

正  

人

ご

あ

い

さ

つ

北海道議会議員・北海道議会議会運営委員長

に
長
員
委
営
運
会
議
会
議
道
議
会
議
会
運
営
委
員
長
に

た
し
ま
し
任
就
任
し
ま
し
た

に
長
員
委
営
運
会
議
会
議
道

た
し
ま
し
任
就

に
長
員
委
営
運
会
議
会
議
道

た
し
ま
し
任
就

　

を
会
議、
は
で
会
議
道
例
定
回
二
第
る
な
に
事
仕
初
て
し
任
就
に
長
員
委
営
運
会
議
会

と」
す
ま
し
く
尽
を
力
全
も
後
今、
に
め
た
の
躍
飛
の
市
内
稚

。
す
で
高
軒
気
意



②

議
審
を
ど
な
円
億
十
八
百
七
千
二
算
予
策
政

」
戦
挑
「」
界
世
「」
域
地
「は
本
基
の
営
運
政
道

　

定
回
二
第
年
三
十
二
成
平

招
日
四
十
月
六
が
会
議
道
例

十
二
で
ま
日
八
月
七、
れ
さ
集

み
る
は
橋
高、
で
期
会
の
日
五

総
る
な
に
算
予
策
政
の
事
知

一
の
円
億
十
八
百
七
千
二
額

を
ど
な
案
算
予
正
補
計
会
般

。
た
し
ま
し
議
審

　

の
初
目
期
三
は
事
知
橋
高

を
目
期
三、
で
針
方
行
執
政
道

ス
な
た
新
く
続
と
へ
来
未
「

運
政
道、
し
け
付
置
位
と」
間

」
域
地
「①
を
勢
姿
本
基
の
営

②
政
道
る
す
動
行
に
も
と
と

る
す
開
展
に
野
視
を」
界
世
「

る
す」
戦
挑
「に
敢
果
③
政
道

政
道

―
明
表
を
え
考
る
す
と

。
た
し
ま
し

　

ン
オ
「は
事
知
で
算
予
策
政

会
議
道
例
定
回
二
第

け
向
に
現
実
の」
道
海
北
生
新

で
え
考
る
す
開
展
を
策
政
た

」
心
安
「り
た
あ
に
進
推、
が
す

点
視
の
つ
三
の」
絆
「」
躍
飛
「

。
す
ま
し
視
重
を

　

と
業
事
共
公、
は
算
予
な
主

三
億
六
十
五
百
四
額
総
て
し

の
緊
喫。
上
計
を
円
万
百
七
千

災
震
大
本
日
東
る
あ
で
題
課

な
策
対
害
被
評
風
や
旧
復
の

五
億
一
十
四、
は
算
予
連
関
ど

し
ま
み
込
り
盛
を
円
万
百
千

　

受
を
響
影
で
災
震
大
本
日
東

る
図
を
興
振
の
済
経
内
道
た
け

　

人
国
外、
は
地
光
観
の
内
道

も
み
込
ち
落
な
幅
大
の
客
光
観

発
原
島
福
は
事
知
橋
高。
す
ま

よ
し
拭
払
を
害
被
評
風
の
故
事

四
ら
か
日
二
十
二
月
五、
と
う

と
海
上
の
国
中
で
程
日
の
間
日

全
安
の
道
海
北、
れ
訪
を
京
北

策
興
振
の
光
観、
き
続
き
引
は

誘
の
客
光
観、
て
し
出
ち
打
を

。
す
ま
り
図
を
致

や
聞
新
の
圏
都
首、
で
中
の
こ

Ｐ
を
力
魅
の
暑
避
の
内
道、
て

と
と
る
す
施
実
を」
業
事
進
促

災
震
大
て
し
と」
業
事
進
促
客

の
光
観
道
本
い
な
ら
わ
変
と
前

ま
し
Ｒ
Ｐ
で
圏
都
首
を
力
魅

。
す

　

人
国
外
た
し
減
激、
に
ら
さ

、
め
た
る
図
を
復
回
の
客
光
観

観光振興

Ｒ
Ｐ
中
集
で
致
誘
の
客
光
観
が
道

開
展
を
業
事
種
各
に
拭
払
の
害
被
評
風

」
業
事
進
促
訪
来
客
外
道
海
北
「

象
対
を
域
地
ア
ジ
ア
東
て
し
と

進
促
致
誘
の）
行
旅
奨
報
の
業

　

別
特
策
対
光
観
急
緊
「、
た
ま

よ
に
響
影
の
災
震、
は
で」
業
事

復
回
を
少
減
の
客
込
入
光
観
る

都
要
主
本
日
西、
め
た
る
せ
さ

外
内
国
ど
な
国
中
・
湾
台
や
市

の
へ
外
海
ど
な
ア
ジ
ア
東、
し

。
す
ま
い
行
を
信
発
像
映

東日本大震災

の
円
億
三
十
百
計
累

置
措
を
費
策
対
害
災

は
で
会
例
定
回
二
第

上
計
を
円
万
百
千
五
億
一
十
四

地
に
位
単
を
圏
療
医
次
三。
た

療
医、
て
し
定
策
を
圏
療
医
域

す
決
解
を
題
課
の
制
体
供
提

臨
生
再
療
医
域
地
に
め
た
る

て
し
と
金
立
積
金
基
例
特
時

し
上
計
を
円
万
百
九
億
十
九

。
す
ま
い
て

　

各
内
道
で
災
震
大
本
日
東

し
ま
し
生
発
が
害
被
も
に
地

し
と
費
策
対
害
災
は
道、
が
た

三
十
二
成
平
の
催
開
月
六
て

で
ま
会
議
道
例
定
回
二
第
年

害
災
の
円
億
三
十
百
計
累、
に

。
た
し
ま
し
置
措
を
費
策
対

　

事
知
道、
日
十
三
月
三
は
道

を
催
開
の
例
異
に
中
間
期
選

で
会
議
道
時
臨
回
一
第
た
し

い
次。
置
措
を
円
億
三
十
二
約

た
い
開
に
後
選
方
地
一
統、
で

会
議
道
時
臨
回
二
第
の
月
五

費
策
対
害
被
業
漁
の
内
道
で

を
円
万
億
八
十
四
約
て
し
と

。
た
し
ま
し
上
計

　

集
招
日
四
十
月
六
に
ら
さ

会
議
道
例
定
回
二
第
た
れ
さ

震
て
し
と
題
課
の
急
緊、
は
で

な
策
対
害
被
評
風
や
旧
復
災

十
四
て
し
と
算
予
連
関
の
ど

ホ。
上
計
を
円
万
百
千
五
億
一

養
人
個
の
ど
な
キ
カ
や
テ
タ

る
す
援
支
を
旧
復
の
設
施
殖

を
響
影
で
災
震
や
業
事
助
補

移
や
援
支
の
へ
業
企
た
け
受

ま
い
で
ん
込
り
盛
を
用
費
転

。
す

　

経
本
日
「は
員
議
人
正
田
吉

が
道
本
て
し
対
に
興
復
の
済

も
と
と
る
す
献
貢
に
的
極
積

わ
た
え
備
に
害
災
が
道
本、
に

た
る
す
揮
発
を
能
機
て
し
と

に
的
極
積
を
み
組
り
取
の
め

と」
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
わ
行

。
す
ま
い
て
し
話

▲地元からの様々な要望を聞き
　道政に反映

▲陸に漁船が打ち上げられ、
　魚箱が散乱（浦河町）

▲震災直後の東北地方被災地

▲議運委員長室で議会事務局員と打ち合わせ




